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１．2026年11月期第３四半期の連結業績（2025年12月１日～2026年８月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年11月期第３四半期 2,782 11.0 △22 － △114 － △78 －
2025年11月期第３四半期 2,507 2.8 76 △4.3 23 － 7 －

(注) 包括利益 2026年11月期第３四半期 △42百万円( －％) 2025年11月期第３四半期 △25百万円( －％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年11月期第３四半期 △2.09 －
2025年11月期第３四半期 0.20 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年11月期第３四半期 9,584 3,231 33.6
2025年11月期 7,315 3,311 45.2

(参考) 自己資本 2026年11月期第３四半期 3,219百万円 2025年11月期 3,304百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年11月期 － 0.00 － 1.00 1.00

2026年11月期 － 0.00 －

2026年11月期(予想) 1.00 1.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2026年11月期の連結業績予想（2025年12月１日～2026年11月30日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 6,200 6.1 580 △0.3 530 5.7 345 5.3 9.15
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

詳細につきましては、添付資料３ページ「1.当四半期決算に関する定性的情報 （３）連結業績予想などの将来予
測情報に関する説明」をご覧ください。



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 －社（社名） －、除外 －社（社名） －

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む)
2026年11月期

３Ｑ
37,686,371株 2025年11月期 37,686,371株

② 期末自己株式数
2026年11月期

３Ｑ
54,101株 2025年11月期 54,101株

③ 期中平均株式数（四半期累計）
2026年11月期

３Ｑ
37,632,270株

2025年11月期

３Ｑ
37,651,893株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的である
と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予
想の前提となる条件および業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）３
ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間(2025年12月１日～2026年８月31日)における我が国経済は、企業収益の回復による設

備投資の増加や、賃金上昇に伴う個人消費の回復、訪日外国人によるインバウンド消費の拡大等により、全体とし

て景気は緩やかな回復基調を維持しています。一方で、円安による物価上昇や金利上昇による影響、米国の通商政

策の動向、国際情勢の不安定化など、経済の先行きは依然として不透明な状況が続いております。

当社グループの主要事業が属する不動産業界では、引き続き国内外投資家の物件取得意欲は高い状況にあり、活

発な物件の売買が行われております。また、エリアやアセットクラスによってニーズの差が強まっており、取得価

格と収益性のバランスの見極めが必要な状況となっております。

太陽光発電業界におきましては、投資商品としての需要に加え、カーボンニュートラルの実現に取り組む企業か

らの投資ニーズも高まっております。再生可能エネルギー普及促進に対する政府方針の後押しもあり、今後も市場

の拡大が期待されております。

運送業界では、人件費や燃料費が上昇する中で、中小の物流事業者の財務改善、資金調達のニーズは高く、当社

グループが展開するトラックのリースバック需要は高まっております。

こうした状況の下、アセットマネジメント事業においては、引き続きファンド運用資産残高、不動産等受託資産

残高の増加に向けて、投資家ニーズに適合した魅力的な商品開発に努めております。当第３四半期連結累計期間に

おいては、FC車両ファンド等の残高が215百万円増加いたしました。

インベストメントバンク事業においては、投資妙味のある不動産とリースバック用車両の取得に取り組んでおり

ます。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の業績は売上高2,782百万円(前年同期比11.0％増)、営業損失22百万円

(前年同期の営業利益は76百万円)、経常損失114百万円(前年同期の経常利益は23百万円)、また、法人税、住民税及

び事業税、法人税等調整額の計上により、親会社株主に帰属する四半期純損失は78百万円(前年同期の親会社株主に

帰属する四半期純利益は７百万円)となりました。

セグメント別の業績は以下の通りであり、売上高についてはセグメント間の内部売上高又は振替高を除いた売上

高で表示しております。

＜アセットマネジメント事業＞

当第３四半期連結会計期間末において、当社グループが運用するファンド運用資産残高は227億円(一部円換算

US$1.00＝160.02円)、当社グループがアセットマネジメント業務を受託している不動産等の受託資産残高は216億

円となり、不動産ファンド、太陽光発電ファンド、証券・事業型ファンドの各ファンドにおいて、アセットマネ

ジメントフィー等を計上しております。この結果、アセットマネジメント事業全体では、売上高497百万円(前年

同期比2.0％減)、セグメント利益41百万円(前年同期比64.2％減)となりました。

＜インベストメントバンク事業＞

不動産投資事業では、取得した販売用不動産の売却を進めております。また、車両リース事業においては、リ

ースバック用車両の取得を継続的に実施しております。この結果、インベストメントバンク事業全体では、売上

高2,285百万円(前年同期比14.2％増)、セグメント利益191百万円(前年同期比2.1％減)となりました。
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（２）財政状態に関する説明

（資産の部）

当第３四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ2,268百万円増加し9,584百万円とな

りました。これは主に、現金及び預金が506百万円減少、売掛金369百万円減少した一方で、棚卸資産が3,082百万円

増加したことなどによるものです。

（負債の部）

当第３四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べ2,349百万円増加し6,353百万円とな

りました。これは主に、借入金が2,186百万円増加したことなどによるものであります。

（純資産の部）

当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べ80百万円減少し3,231百万円となり

ました。これは主に、利益剰余金が、親会社株主に帰属する四半期純損失78百万円の計上、配当金の支払い37百万

円により減少し、その他有価証券評価差額金が31百万円増加したことなどによるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当第３四半期連結累計期間における連結業績は上記の通りであり、2026年１月14日付で発表いたしました連結業

績予想に変更はございません。なお、今後の業績等につきましては、様々な要因により大きく異なる可能性があり

ますが、何らかの変化がある場合には速やかに開示してまいります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記
（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2026年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,717 1,211

売掛金 560 190

未収入金 210 161

有価証券 67 10

営業投資有価証券 387 363

棚卸資産 2,614 5,696

短期貸付金 235 193

その他 176 278

流動資産合計 5,970 8,106

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 207 200

工具、器具及び備品（純額） 13 13

土地 697 697

有形固定資産合計 917 911

無形固定資産

その他 1 0

無形固定資産合計 1 0

投資その他の資産

投資有価証券 183 233

その他 234 326

投資その他の資産合計 417 560

固定資産合計 1,335 1,471

繰延資産

開業費 8 6

繰延資産合計 8 6

資産合計 7,315 9,584

負債の部

流動負債

短期借入金 1,123 3,524

1年内返済予定の長期借入金 261 185

1年内償還予定の社債 16 16

未払金 300 256

未払法人税等 163 3

賞与引当金 63 35

役員賞与引当金 12 4

投資損失引当金 14 14

預り金 22 15

前受収益及び契約負債 6 404

その他 34 66

流動負債合計 2,019 4,527

固定負債

社債 226 210

長期借入金 1,751 1,613

その他 5 2

固定負債合計 1,983 1,825

負債合計 4,003 6,353
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2026年８月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,180 1,180

資本剰余金 677 677

利益剰余金 1,368 1,252

自己株式 △1 △1

株主資本合計 3,225 3,108

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 79 110

その他の包括利益累計額合計 79 110

新株予約権 1 1

非支配株主持分 5 9

純資産合計 3,311 3,231

負債純資産合計 7,315 9,584
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2024年12月１日
至 2025年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年12月１日
至 2026年８月31日)

売上高 2,507 2,782

売上原価 1,939 2,252

売上総利益 568 530

販売費及び一般管理費 491 552

営業利益又は営業損失（△） 76 △22

営業外収益

受取利息 3 5

受取配当金 10 13

有価証券評価益 － 2

デリバティブ評価益 － 2

その他 2 1

営業外収益合計 17 24

営業外費用

支払利息 42 61

資金調達費用 23 20

投資有価証券清算損 － 29

その他 4 6

営業外費用合計 70 116

経常利益又は経常損失（△） 23 △114

匿名組合損益分配前税金等調整前四半期純利益又は
純損失（△）

23 △114

匿名組合損益分配額 2 0

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

21 △114

法人税、住民税及び事業税 6 △0

法人税等調整額 7 △40

法人税等合計 14 △40

四半期純利益又は四半期純損失（△） 7 △74

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

△0 4

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

7 △78
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2024年12月１日
至 2025年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年12月１日
至 2026年８月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 7 △74

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △32 31

その他の包括利益合計 △32 31

四半期包括利益 △25 △42

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △25 △47

非支配株主に係る四半期包括利益 △0 4
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等の注記）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2024年12月１日 至 2025年８月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント

合計アセットマネ
ジメント事業

インベストメント
バンク事業

売上高

外部顧客への売上高 507 2,000 2,507

セグメント間の内部売上高又は
振替高

1 － 1

計 508 2,000 2,509

セグメント利益 114 195 310

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

利益 金額(百万円)

報告セグメント計 310

セグメント間取引消去 2

全社費用(注) △236

四半期連結損益計算書の営業利益 76

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2025年12月１日 至 2026年８月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント

合計アセットマネ
ジメント事業

インベストメント
バンク事業

売上高

外部顧客への売上高 497 2,285 2,782

セグメント間の内部売上高又は
振替高

1 － 1

計 498 2,285 2,784

セグメント利益 41 191 232

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

利益 金額(百万円)

報告セグメント計 232

セグメント間取引消去 2

全社費用(注) △257

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △22

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費は、次のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間
(自 2024年12月１日
至 2025年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年12月１日
至 2026年８月31日)

減価償却費 3百万円 3百万円


